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第 80 号
平成30年９月１日

  編集と発行   社会福祉法人栗原市社会福祉協議会
　　　　　　  〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6 番 2 号　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-21-4774

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております

● 特集 防災まっぷ作成事業

● ぼらぼら通信

● 市民のひろば

● 理事・評議員退任・後任のご紹介

● 社協会員会費協力のお願い

● 総合相談事業のお知らせ

● 温かい善意～ご寄附の紹介～

● 事業所移転のお知らせ

● 豪雨災害義援金のお願い

主
な
内
容

くりはら・ひまわり・げんきプロジェクト植栽

今年も、多くのボランティアさんにご協力をいただき、くりはら・ひまわり・
げんきプロジェクトひまわり植栽を７月５日(金)に開催しました。
市道川の口線植樹帯に約２４００本のひまわりの苗を植え、８月２５日頃、満開
となり見頃を迎えました。
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バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

モバイル版はこちら！！→
http://kurihara-sfk.jp/ホームページ

アドレス

社
協
本
所
・
支
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

介
護
保
険
等
事
業
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

相談支援事業所（障がい者相談） 21－2141

８月１日より、下記のとおり
移転しましたので、お知らせします。

事務所・事業所移転のお知らせ

■地域福祉課
　〔移転先〕栗原市築館社会福祉センター２階
　　　　　 ※住所、電話番号は変更ありません。

■事業運営課　■相談支援事業所
　〔移転先〕栗原市築館高齢者福祉センター１階
　　　　　 ※住所、電話番号は変更ありません。

■訪問介護事業所
　居宅介護事業所（ホームヘルプ）

■居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

　〔移転先〕栗原市築館高田１丁目６番３－12
　　　　　（生活介護事業所はげましホームの隣り）

　　　　　 ※電話番号は変更ありません。

　平成３０年７月に発生した豪雨により、西日本を中心に各地で人的被害をはじめ家屋の倒壊

等甚大な被害が発生し、複数の市町村で災害救助法が適用されました。

　中央共同募金会及び、各被災県共同募金会では、被災者を支援することを目的に義援金の

募集を実施しております。

　皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

１. 受付期間：平成３０年９月２８日（金）まで 
２. 受付窓口：栗原市社会福祉協議会、本所及び各支所

「平成30年７月豪雨災害義援金」のお願いについて

若柳山野草＆さつき盆栽会 様
　　　　　　　　　　　（若柳）

5,400円

栗駒グラウンドゴルフ協会 様
　　　　　　　　　　 （栗駒）

1,800円

東日本芸術文化振興協会 様
　　　　　　　　　　 （若柳）

30,000円

匿　　　　　名 様（瀬峰） タオル（30枚）

◆ 寄附金（６月１１日から８月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

「地域の社会福祉のために役立てて
下さい」と心温まるご寄附・ご寄贈
いただきました。

ご寄附の紹介 温かい善意
ありがとうございました
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～防災まっぷ　  作成事業特集～～防災まっぷ　  作成事業特集～

Q

Q
A

A

　平成２０年岩手・宮城内陸地震をきっかけに、いざという時に住民同士が助け合い、
支え合う仕組みづくりや、防災への意識づけ、地域の「つながり」を深めることを目的に、
平成２１年度から本事業がはじまりました。市内では、地震災害だけでなく近年は豪雨
による水害も多く発生しています。そのような災害に備えて、地図には危険個所や避難
経路、福祉的な情報などを記入し、行政区の現状に応じた防災まっぷを作成しています。

① 説明
　講師・社協事務局より、事業目的や防災まっぷ
の必要性、実施日の流れ等について説明します。

　実施日１～２週間前に、当日の流れや地域の状
況把握のために打合せを行います。

② ワークショップ
仮想自治体を用いて、防災まっぷ作りの体験をし
ます。

当日は、誰が参加するの？
　 地域によって、様々ですが、地区役員・自主
防災組織・老人クラブ・PTAなどです。平日の
日中に焦点を当てて作成しているので、平日自
宅にいる人を中心に参加の声がけをしていただ
いています。

地区の準備物は？
　 当日の会場（集会所等）と参加する方の昼食
をご準備ください。
　作成に必要な地図や筆記用具等は
社協で準備します。

～実施までの流れ～

社協会費充当事業

防災まっぷ作成事業とは？

事前打合せ

全体研修会

よくある質問Q＆A

その１

■ 栗原市社協だより　第80号

3

～防災まっぷ　  作成事業特集～～防災まっぷ　  作成事業特集～

事業目的や当日の流れについて説明します。

開会 ・ オリエンテーション9：30

アドバイザーさんのお話

　すでに作成している地区の方（アドバイザー）
からアドバイスや体験談をいただきます。

10：00

現地踏査

　地区内の危険個所を徒歩や車で移動し全員
で確認します。

11：00

まとめ ・ 閉会15：30

防災まっぷ作成

　現地調査で確認した情報を地図に書き込ん
でいきます。同時にパソコンでデータ版地図
も作成しています。

13：00

昼食休憩12：00

～実施当日の流れ～

　作成した防災まっぷをもとに、地域課題や
活用方法などをまとめます。

6

5

4

１

2

3

　自分の地域を改めて知る機会となり、話し
が膨らみます。
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～防災まっぷ　  作成事業特集～～防災まっぷ　  作成事業特集～
  防災まっぷ作成事業実施のきっかけ
→栗原市社協より声がけがあり、自治会長・役員と相談。
地区の話し合いの中で防災まっぷの必要性を感じ、実
施しました。

  実施内容について感想
→当日は地域住民17名の参加があり、地域の防災への
関心の高さを感じました。現地踏査では、防災の視点
から自分の目で地域を見ることができ、普段とはまた
違う視点で見ることができました。色々な意見を出し、
話合いながら協力して作成ができ、良かったです。

  作成後の活用方法について
→最初に作成した防災まっぷを土台として地域での話合
いを重ね、栗原市コミュニティ組織一括交付金制度を
活用して毎戸配布を行う予定です。

  防災まっぷ作成事業実施のきっかけ
→3年前の豪雨により今まで以上の洪水による浸水被害、
避難行動の遅れから孤立した状況が発生しました。そ
のため、地区内の現状を把握し、情報共有を図るため
に実施しました。

  実施内容について感想
→全ての社協の皆さま及び講師、アドバイザーさんより
多大なご支援をいただき、満足できる防災まっぷが出
来ました。特に現地踏査においては、地区民のスタッ
フと共に浸水区域の確認の共有が出来たこと、誠にあ
りがとうございました。

  作成後の活用方法や今後の予定について
→今年の6月17日（日）泉沢地区の避難訓練（水害を想定）
時に作成した防災まっぷを配布、パネルの説明を加え
地区民の方々と情報共有を図りました。今後発生する
であろう洪水による浸水被害（物的・人的）の減少に役
立てていきたいと思います。

社協会費充当事業

その２

築館北町行政区（平成29年度実施）  行政区長　山本　武 氏

栗駒泉沢行政区（平成30年度実施）  行政区長　髙橋　春彦 氏
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～防災まっぷ　  作成事業特集～～防災まっぷ　  作成事業特集～

「栗原市社会福祉協議会の
防災まっぷについて」

　2008年に発生した岩手・宮城内陸地震以降、
栗原市社協や行政区の皆さんとともに防災まっ
ぷづくりに関わってきました。 
　〝防災まっぷ〟というと固い印象がありますが、
これまで訪問させて頂いたいずれの行政区も、
和気あいあいとした雰囲気のなか 情報共有し、
防災まっぷが作られていったのが印象的です。 
　西日本豪雨の被災地では、栗原の防災まっぷ
と同様にマップを作成し、一人の犠牲者もなく
避難できたという報道もありました。 
　これからも防災まっぷづくりをきっかけに、 
地域の助け合いを深めていっていただけたらと
思います。

講師：ウェザーハート災害福祉事務所 代表　千川原　公彦 氏

主な活動紹介　
 1971年3月生まれ。山形県出身。
2000年の有珠山噴火災害での災
害支援活動をきっかけに、現在は
全国の被災地において、災害ボラ
ンティアセンターの設置・運営支
援活動を行っています。

活用方法は？ これまでの取り組み状況

防災まっぷ
作成 ・ 更新しませんか？

・地区内の防災訓練、避難訓練に活用
・防災まっぷを整理して毎戸配布
・さまざまな年代の方々を交えて更新
　　　　　　　　　　　　　　　　     など

地域の防災・減災活動に役立てられています。

　平成２１年度か
ら平成３０年８月
末現在までに、栗
原市内２５５行政
区のうち、１４４
行政区で実施して
いただいています。　栗原市社協では、新規作成・更新

（フォローアップ）事業実施行政区を
募集しています。
　お気軽にお問い合わせください。

　　　　　    本所地域福祉課
　　　　　 ☎23−8087

問合せ

行政区数 実施数
築　館 38 22
若　柳 40 30
栗　駒 50 22
高清水 13 6
一　迫 33 15
瀬　峰 17 12
鶯　沢 8 5
金　成 25 11
志波姫 17 11
花　山 14 10

合　計 255 144
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栗原市ボランティアセンター
問い合わせ先　☎23-8087
栗原市ボランティアセンター
問い合わせ先　☎23-8087

タータータータタンンタンタセンセンンンセンタ
00080800808

共同募金配分金事業
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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ

ま
、
社
協
の
皆
さ
ま
、
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

東北福祉大学４年

菅原友莉・近藤真之

◆ 各講座の申し込み先： 本所地域福祉課（23-8087）

技術養成ボランティアスクール開催しました！！

★日　時：平成３０年11月19日㈪
★時　間：１０：００～１２：００
★場　所：市民活動支援センター多目的室
★対　象：栗原市民　★定　員：30名
★申込み：平成30年11月９日㈮まで

手　品　講　座
★日　時：平成３０年12月7日㈮
★時　間：１０：００～１２：００
★場　所：市民活動支援センター多目的室
★対　象：栗原市民　★定　員：30名
★申込み：平成30年11月26日㈪まで

バルーンアート講座今
後
の
予
定

手 品 講 座7/27 読み聞かせ講座（中高生対象）8/10

　福祉活動に対する関心やボランティア活動への
きっかけづくりを目的に開催。栗原市立図書館司
書 中村 幸枝 氏を講師に招き、高校生１１名が絵
本の選び方やプログラムの組み立て方などを学ん
だ後、築館放課後児童クラブで「おはなし会」を
実演。「子ども達とふれあいながら学ぶことがで
きてよかった。」「将来の夢につなげたい」などの
感想が寄せられ、充実した一日となりました。

　楽しみながら地域のお茶っこ会などで活
用できる技術を学ぶことを目的に開催。い
きいきマジシャン 柴田 教行 氏、登子 氏ご
夫妻を講師に招き、参加者３６名がトラン
プなどを使った手品４種類を学びました。
参加者からは、「早速お茶っこ会で実践した
い」などの声があがり、地域での活動を楽
しみにしながら参加されていました。
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理事・評議員退任・後任のご紹介
　選出団体の人事異動により、退任された方々、

並びにその後任の方々をご紹介いたします。

◆退任者

 《理　事》 蜂谷　勝正 様 （栗原市市民生活部）

 《評議員》 髙橋　燈子 様 （栗原市立栗原中央病院）

◆後任者

 《理　事》　　　　　　  《評議員》 

総合相談事業のお知らせ
困りごと、心配ごとの相談に応じ、広く市民の福祉の増進を図ってまいります。
※栗原市内のどの相談所も利用可能です。相談無料、秘密厳守いたします。

社協会費充当事業

開　設　場　所 開　設　日 開設時間

築館支所(23-8087)
(築館高齢者福祉センター)

若柳支所(32-3083)
(若柳多目的研修センター)

９/４(火) 10/９(火) ９:30～11:30

９/18(火) 10/23(火) 13:30～15:30

栗駒支所(45-2150)
(栗駒老人憩いの家 シャクナゲ荘)

瀬峰支所(59-2322)
(瀬峰保健センター)

９/６(木) 10/11(木) ９:30～11:30

９/20(木) 10/25(木) 13:30～15:30

高清水支所(58-3637)
(高清水保健福祉センター ほっと館)

花山支所(56-2028)
(花山高齢者生活福祉センター 湖畔の里)

 ９/３(月) ９:30～11:30

 10/22(月) 13:30～15:30

一迫支所(52-4433) 
(一迫高齢者生活福祉センター)

金成支所(42-1248)
(金成総合支所 やすらぎセンター)

９/７(金) 10/12(金) ９:30～11:30

９/21(金) 10/26(金) 13:30～15:30

鶯沢支所(55-2834)
(鶯沢老人福祉センター)

志波姫支所(22-2713) 
(志波姫老人憩いの家おもと荘)

９/５(水) 10/10(水) ９:30～11:30

９/19(水) 10/24(水) 13:30～15:30

巡回相談
　地区社協等への出張相談いた
します。

◆ 開設回数
　　各支所　年４回程度

◆ 開設場所
　　各地区集会所等

＊地区社協等と相談しながら、開
催日、会場、内容等を決定し、
当該地区を対象に開催します。

　電話で相談を受付いたします。

◆ 開 設 日
　　毎週月曜日から金曜日

（土・日・祝日を除く）

◆ 開設時間
　　8時30分～17時30分

◆ 開設場所
　　　本所、社協各支所

電話相談

支所ごとに開設している定期的な相談窓口。相談員が対応いたします。
◆ 開 設 日：月２回（開設日、開設時間は、下表のとおり）　◆ 開設場所：社協各支所

生活相談

　県社協や行政、関係機関
と連携して合同相談会を開
催いたします。

◆ 開設回数
　　各支所　年1回程度

＊開催日、会場、
内容等は、改
めてお知らせ
します。

合同相談

■■■ 会員会費（年額） ■■■

◆ 一般会費  　　１，２００円（世帯）
◆ 賛助会費  一口３，０００円（個人・団体・企業等）
◆ 特別会費  一口５，０００円（個人・団体・企業等）

佐藤　光明 様
（栗原市市民生活部）

鈴木　洋子 様
（栗原市立栗原中央病院）

　社協推進委員の皆さまのご協力をいただき、

社協会員加入の推進をしております。皆さまか

らご協力いただいた会費は、市内及びお住まい

の地域福祉活動に役立てられています。

　会費は活動の貴重な財源となります

ので、ご協力よろしくお願いいた

します。

社協会員会費に
ご協力お願いします
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  編集と発行   社会福祉法人栗原市社会福祉協議会
　　　　　　  〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6 番 2 号　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-21-4774

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております

● 特集 防災まっぷ作成事業

● ぼらぼら通信

● 市民のひろば

● 理事・評議員退任・後任のご紹介

● 社協会員会費協力のお願い

● 総合相談事業のお知らせ

● 温かい善意～ご寄附の紹介～

● 事業所移転のお知らせ

● 豪雨災害義援金のお願い

主
な
内
容

くりはら・ひまわり・げんきプロジェクト植栽

今年も、多くのボランティアさんにご協力をいただき、くりはら・ひまわり・
げんきプロジェクトひまわり植栽を７月５日(金)に開催しました。
市道川の口線植樹帯に約２４００本のひまわりの苗を植え、８月２５日頃、満開
となり見頃を迎えました。
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バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

モバイル版はこちら！！→
http://kurihara-sfk.jp/ホームページ

アドレス

社
協
本
所
・
支
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

介
護
保
険
等
事
業
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

相談支援事業所（障がい者相談） 21－2141

８月１日より、下記のとおり
移転しましたので、お知らせします。

事務所・事業所移転のお知らせ

■地域福祉課
　〔移転先〕栗原市築館社会福祉センター２階
　　　　　 ※住所、電話番号は変更ありません。

■事業運営課　■相談支援事業所
　〔移転先〕栗原市築館高齢者福祉センター１階
　　　　　 ※住所、電話番号は変更ありません。

■訪問介護事業所
　居宅介護事業所（ホームヘルプ）

■居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

　〔移転先〕栗原市築館高田１丁目６番３－12
　　　　　（生活介護事業所はげましホームの隣り）

　　　　　 ※電話番号は変更ありません。

　平成３０年７月に発生した豪雨により、西日本を中心に各地で人的被害をはじめ家屋の倒壊

等甚大な被害が発生し、複数の市町村で災害救助法が適用されました。

　中央共同募金会及び、各被災県共同募金会では、被災者を支援することを目的に義援金の

募集を実施しております。

　皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

１. 受付期間：平成３０年９月２８日（金）まで 
２. 受付窓口：栗原市社会福祉協議会、本所及び各支所

「平成30年７月豪雨災害義援金」のお願いについて

若柳山野草＆さつき盆栽会 様
　　　　　　　　　　　（若柳）

5,400円

栗駒グラウンドゴルフ協会 様
　　　　　　　　　　 （栗駒）

1,800円

東日本芸術文化振興協会 様
　　　　　　　　　　 （若柳）

30,000円

匿　　　　　名 様（瀬峰） タオル（30枚）

◆ 寄附金（６月１１日から８月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

「地域の社会福祉のために役立てて
下さい」と心温まるご寄附・ご寄贈
いただきました。

ご寄附の紹介 温かい善意
ありがとうございました


